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平成３０年２月２３日

平成２９年度 中原セーフコミュニティ推進協議会（ＮＳＣ）事業報告

事務局

今年度の活動重 「より安全・安心に暮らせる中原区」を、協働の力でつくっていこうという区

点と反省 民意識の高まりを目指す。

《反省》不十分だった。ＮＳＣの活動を区民に認知していただき、浸透を図っ

ていくために、どのような活動を展開していくかを見極めて実践していく必要

がある。

主な実施計画 （１）ＮＳＣ全体の統括、他組織・町等との係わり

①活動重点の明確な事業計画 ②事業推進途上の密な情報・意見交換

③他組織や町との係わり ④会計の統括（予算・決算）

（２）各対策委員会の事業計画・事業報告の検討、事業報告及び決算の議決

（３）推進状況の区民への広報及び区民からの意見の聴取と活動への反映

（４）その他

活動の実際と反 （１）①ＮＳＣ全体として明確な活動重点を据えた。事務局として、各委員会

省 等の活動重点に向けた迫り振りに十分な対応審議ができなかった。

②事務局会の折には、情報交換ができた。平時の意思疎通を今後さらに

密にしていく必要もある。

③総務課担当係との補助金・事業報告・ホームページ登載等の連携、福

祉課・町社協との暮らしの安全対策委員会の事業推進、町社協「生活

支援活動推進セミナー」で中原区の実践発表【暮らしの安全対策委員

会と共に】（９月）、町地区ＳＣ推進協議会連絡会での情報交換（４，

１１月）が、主な係わりだった。他地区から学び、ＮＳＣの活動にも

っと活かしていくことも必要だろうか。

④予算書作成・「ＳＣ活動推進補助金」交付申請・決算報告書（町交付

金分、区・町補助金総計分）作成、予算執行状況の把握及び調整。

（２）ＮＳＣ総会提出前の事業計画作成段階での審議、事業報告・決算報告の

審議・議決を滞りなく行うことができた。

（３）「ＮＳＣだより」を２回発行（年度末にもう１回予定）。区民の声をアン

ケートにより集約した。区民から期待や感謝の声も寄せられたが、区民へ

の浸透があまりできていない。活動への反映はこれからである。

（４）その他

《事務局一年の歩み》

3/5 事務局会①（予算・組織・当面の日程・事業計画案作成・ＮＳＣ全

体会・総会について等）

3/10 全体会・各対策委員会（正副委員長選出・事業計画案作成に向けて）

3/19 区総会（事業計画・予算案発表提示、承認）

4/7 事務局会②（各対策委員会等の事業計画案審議、ＮＳＣ総会・懇親

会の確認等）

4/15 ＮＳＣ総会（事業計画案の発表・承認、予算の確認、町及び社協の

方の話）、懇親会

4/25 地区ＳＣ推進協議会連絡会①（役場：正副会長、事務局長出席）

5 月 ＮＳＣだより①発行（回覧）

5 月 町ＳＣ事務局へ活動報告①（組織体制・事業計画・ＮＳＣだより等）

6/3 事務局会③（各対策委員会等の活動報告及び今後の活動予定、ＳＣ

活動推進補助金の申請に向けて

7/31 「ＳＣ活動推進補助金交付申請書」提出
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8/21~ 「生活支援活動推進セミナー」（町社協主催）事例発表原稿準備

9/7 「生活支援活動推進セミナー」事例発表(文化センター:唐澤・北原)

9/7 事務局会④（各対策委員会等の８月までの活動報告・今後の活動予

定、町ＳＣ事務局への活動報告について、ＮＳＣだよりの発行につ

いて）

10 月 ＮＳＣだより②発行（全戸配布）※アンケート付

11/9 町ＳＣ事務局へ活動報告②（ＮＳＣだより・セミナー発表データ)

11/30 地区ＳＣ推進協議会連絡会②（富田：会長代行、唐澤、北原出席）

12/6 事務局会⑤（各対策委員会等の９月以降の活動報告・今後の活動予

定、活動のまとめについて、今後の推進日程、予算執行の見通し、

次年度役員について）

1 月 町ＳＣ事務局へ活動報告③（年間事業報告、活動推進補助金実績報

告書、収支決算報告書）

2/6 事務局会⑥（事業報告・決算報告・次年度の展望《組織・予算・当

初の推進日程・反省慰労会 2/23 の持ち方等》）

2/23 全体会（反省・まとめの会）、慰労会

（2 月下旬） ＮＳＣだより発行③《予定》

次年度の課題・ （１）ＮＳＣの行っている活動や担っている役割を、より多くの区民の皆さん

引継ぎ事項 に理解していただき、その力も得て活動を展開していける区民のＮＳＣへ

近づけたい。（広報啓発活動・区民と共に行う事業の構築等）

（２）次年度は、役員の多くの入れ替えがなされる。２年間で積み上げてきた

ことの共通理解を図り、これまでの活動の定着をまず第一に考えていきた

い。

（３）区民の安全・安心をさらに願い、可能な限り活動の幅を広めたり深めた

りすることにも目を向けたい。

（４）事務局役員の意思疎通をより密にし、効率的に機能するＮＳＣを目指し

ていきたい。

（５）その他…

諸経費 ・ＵＳＢメモリー（町ＳＣ事務局へのデータ提出用） １２８０円
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平成３０年２月２３日

平成２９年度 中原セーフコミュニティ推進協議会（ＮＳＣ）事業報告

災害等緊急時対策委員会

今年度の活動重 「災害緊急時等にスムーズに活動できるような体制の構築」

点と反省

《反省》支えあいマップを活用した訓練ができなかった

主な実施計画 （１）防災への備え

①防災備品リストの作成

②防災倉庫内の防災資機材の確認と使用方法の理解

③防災備品リストの報告（防災訓練時に）

④新規防災備品・消耗品の選定と購入（リヤカー、乾パン）

⑤緊急連絡網の見直し

（２）災害時住民支えあいマップの更新

①調査内容・書式の検討

②「災害時住民支えあい基本台帳」の更新及び支えあいマップの更新

③「災害時住民支えあい活動」確認表の作成と配布

（３）防災訓練への参加

①防災訓練事前打ち合わせ会への参加

②災害用備品の紹介

③リヤカーを使っての要支援者の避難支援訓練実施

（４）その他

活動の実際と反 （１）・防災備品の洗い出しをし、リストを作成することができてよかった。

省 ・備品・消耗品の不足分については、検討後、補充していくことが必要。

（２）・今年度もマップ、基本台帳の更新作業がスムーズにできた。

（３）・リヤカーを使っての避難支援訓練ができてよかった。

更に、支え合いマップを活用した訓練も必要。
・参加人数が少なかった。

（４）その他

次年度の課題・ （１）災害等緊急時の対応のあり方の検討

引継ぎ事項 ・避難マニュアルの作成・・・避難後それぞれの係がどう動くか

・対策委員会の役割・動きの確認及び訓練

（２）支えあいマップの運用のあり方の検討及び運用訓練

・支えあいマップを生かした訓練の実施（町防災訓練時）

（３）区民の防災に対する意識向上

・防災グッズの紹介等

（４）防災消耗品の選定と有効利用の検討

・正味期限の物品の扱いについて、防災訓練時に試食する等の利用を

考えていく。

・保存食については、どんな物が必要か検討。
（５）①支え合いの状況（要援護者と支援者）の把握をどの範囲まで広めるか？

②支援者が不在時の対応

諸経費 なし
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平成３０年２月２３日

平成２９年度 中原セーフコミュニティ推進協議会（ＮＳＣ）事業報告

交通安全 対策委員会

今年度の活動重 区内の危険箇所の点検／確認を行い､地図を通して見える化を進める

点と反省

《反省》マップの見える化が十分ではなかった。

主な実施計画 （１) 区内の危険箇所の点検・確認を行い区内マップに記載する

（２）区内の凍結箇所の点検・確認を行い区内マップに記載する

（３）児童・生徒・高齢者・障がい者の交通安全の見守り

（４）その他

活動の実際と反 （１）区内地図の更新を行った

省 以前に申請した危険箇所の改善箇所・改善予定箇所の記載し、公民館内

に掲示

反省点

マップを多くの区民の皆様に見て貰うことができなかった。

（２）凍結箇所の更新をマップに記載した。

（３）児童・生徒・高齢者・障がい者の交通安全の見守り

見守り隊の皆様の協力に感謝いたします。

反省点

見守り隊の方々に任せきりになってしまった。

（４）設置希望のあった対象家庭（熊谷さん／乾さん／大槻さん）に、「飛び

出し坊や」を配付

（５）新たな区内危険箇所を事務局へ報告

・中原信号機の感知装置の位置を下げて欲しい

・経塚の周辺道路が狭い件 等

（６) カーブミラーの防霜の方法を模索

車用ガラスコーティング剤をミラーに塗ってみた結果、若干の効果が

認められた

次年度の課題・ （１）反射たすきを希望者へ配付し、夜間歩行時の着用のお願い

引継ぎ事項 （２）飛び出し坊やが不要になった家庭からの回収・再利用

子供に限らず車や、人が飛び出す危険のある場所への設置

（３）グリーンポート交差点の生け垣・一旦停止の標識等、案協と町で相談し、

安全な交差点へ

（４）経塚の所に注意喚起の標識を設置

（５）見守り隊への参加者を増やす方法

（６）見守り隊の方々との情報交換

（７）マップの見える化、マップの配付方法

諸経費 ・飛び出し坊や３体 １３７５４円

・マップ制作費 １５５８円

・ガラスコーティング剤 １４８０円
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平成３０年２月２３日

平成２９年度 中原セーフコミュニティ推進協議会（ＮＳＣ）事業報告

暮らしの安全 対策委員会

今年度の活動重 「挨拶を交わし合うことができるようなふれあい・支え合い活動を広める。」

点と反省

《反省》 支えあい活動はほぼできたが、ふれあい活動はもう少し、進める必

要はある。

主な実施計画 （１）支え合い（支援）体制の取り組みの定着

① 実態把握 ・関係機関（社協、福祉課等）と情報交換しながら実態把握

②その支援充実のための取り組み（見守り・声がけ・買い物…等）

③雪かき、ゴミだしの支援実行 ④その他

（２）救急医療情報キット「命のカプセル運動」の一層の推進

①「命のカプセル運動」を改めて紹介し、必要数集約・配付

②福祉課・他地区（北小河内・富田・長岡等）から情報をもらう

③その他

（３）挨拶運動

①挨拶運動の方法の検討 ②区民への啓発活動 ③その他

（４）ふれ合い交流活動（分館活動・地区社協活動・長寿クラブ活動・組新年

会等）への協力、支援

①委員会から、区の各種行事へ必ず一人は参加できるような働きかけ

②ふれ合いサロンの設立、検討

（５）その他

活動の実際と反 （１）新たに草取り・草刈り要支援者の把握をし、支援システムを構築した。

省 反省点は今年度は草取り・草刈りについては実際の動きはなかったので、

来年度課題が出て来たときに対応を考える。

（２）救急医療情報キットは、新たに１８戸に配付した。昨年度と合わせる

と、区全体で４９戸（約５４，４）％ へ行き渡ったこととなる。

反省点は、全戸に備え付けてもらえるようになれば良いが・・・

（３）挨拶運動は

形式的にやっても意味が無い、ふれあいをを広めることで自然と挨拶が

できるようになるのでは。

（４）ふれ合い交流活動への協力・支援は

分館の活動に頼っているが、社協と協力してふれあいを進められると良

いが・・・。（３）の挨拶の広まりへもつながるので・・・。

（５）その他

次年度の課題・ （１）弱者支援（支え合い）…更に要望がある活動を検討していく。

引継ぎ事項 （２）救急医療情報キット…もう少し、全戸に配備できるように

（３）挨拶運動…ふれいあい活動を何かやれればいいが・・・

（４）ふれ合い・交流活動（分館活動・地区社協活動・長寿クラブ活動・組新

年会等）への協力・支援…協力していく。特に社協との協力・・・。

（５）その他…

諸経費 ・救急医療情報キット（命のカプセル）関係 ３３１２ 円

・会議費 委員会関係 ８９３ 円

刈払機 ２台 ７００００ 円


